
　ダンダン　ダンダン、ミニダックスと、ミニダックスと
ビーグルのミックス犬。９歳ビーグルのミックス犬。９歳
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好きで雨の日は合羽を着用。好きで雨の日は合羽を着用。
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〈
天
〉何
事
も
自
然
が
よ
ろ
し
豆
ご
飯

何
事
も
自
然
が
よ
ろ
し
豆
ご
飯 

笹
目
町　

出
蔵
か
お
る

笹
目
町　

出
蔵
か
お
る

　

何
と
言
っ
て
も
豆
ご
は
ん
の
季
題
が
利
い
て
い
る
作
品
。

　

何
と
言
っ
て
も
豆
ご
は
ん
の
季
題
が
利
い
て
い
る
作
品
。

〈
地
〉夜
の
夜
の

舞
妓
の
背
に
飛
花
落
下

舞
妓
の
背
に
飛
花
落
下 

腰
越　

松
原　
　

薫

腰
越　

松
原　
　

薫

　

ど
こ
か
の
花
街
の
一
句
で
あ
ろ
う
が
粋
な
作
品
。

　

ど
こ
か
の
花
街
の
一
句
で
あ
ろ
う
が
粋
な
作
品
。

〈
人
〉平
成
の
終
の
一
ト
日
の
木
の
芽
雨

平
成
の
終
の
一
ト
日
の
木
の
芽
雨 

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

　

平
成
も
終
り
令
和
へ
移
る
日
を
し
み
じ
み
と
詠
っ
た
一
句
。

　

平
成
も
終
り
令
和
へ
移
る
日
を
し
み
じ
み
と
詠
っ
た
一
句
。

春
風
や
寄
木
細
工
の
オ
ル
ゴ
ー
ル

春
風
や
寄
木
細
工
の
オ
ル
ゴ
ー
ル 

笛
田　

上
田　

満
喜

笛
田　

上
田　

満
喜

　

春
風
に
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
も
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。

　

春
風
に
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
も
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。

た
ん
ぽ
ぽ
の
絮
の
旅
立
ち
風
に
乗
り

た
ん
ぽ
ぽ
の
絮
の
旅
立
ち
風
に
乗
り 

大
船　

添
田　

洋
子

大
船　

添
田　

洋
子

　

風
に
乗
り
で
軽
快
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

風
に
乗
り
で
軽
快
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

春
暁
や
く
り
や
に
ひ
び
く
鳥
の
声

春
暁
や
く
り
や
に
ひ
び
く
鳥
の
声 

今
泉　

小
林
刀
羊
子

今
泉　

小
林
刀
羊
子

　

誰
も
起
き
て
こ
な
い
厨
だ
か
ら
こ
そ
鳥
の
声
も
響
い
た
の
だ
。

　

誰
も
起
き
て
こ
な
い
厨
だ
か
ら
こ
そ
鳥
の
声
も
響
い
た
の
だ
。

元
号
の
変
は
る

元
号
の
変
は
る
大お

お
ご
と

お
お
ご
と事
目
借
時

目
借
時 

植
木　

風
見　

玲
子

植
木　

風
見　

玲
子

風
薫
る
宮
の
流
鏑
馬
的
の
音

風
薫
る
宮
の
流
鏑
馬
的
の
音 

城
廻　

増
田　

重
雄

城
廻　

増
田　

重
雄

雷
と
雹
十
連
休
を
襲
ひ
た
り

雷
と
雹
十
連
休
を
襲
ひ
た
り 

腰
越　

大
川　

昭
子

腰
越　

大
川　

昭
子

令
和
来
て
天
道
虫
も
空
を
飛
ぶ

令
和
来
て
天
道
虫
も
空
を
飛
ぶ 

材
木
座　

有
野　

冬
花

材
木
座　

有
野　

冬
花

薫
風
や
三
方
山
に
吹
き
渡
る

薫
風
や
三
方
山
に
吹
き
渡
る 

岡
本　

森
田　
　

孝

岡
本　

森
田　
　

孝

春
潮
に
積
石
の
原
和
賀
江
島

春
潮
に
積
石
の
原
和
賀
江
島 

材
木
座　

羽
賀　

一
男

材
木
座　

羽
賀　

一
男

紫
陽
花
や
明
月
院
は
傘
の
波

紫
陽
花
や
明
月
院
は
傘
の
波 

梶
原　

吉
田　

健
二

梶
原　

吉
田　

健
二

百
の
薔
薇
百
の
名
競
ふ
晴
天
下

百
の
薔
薇
百
の
名
競
ふ
晴
天
下 

逗
子　

塩
谷
あ
い
子

逗
子　

塩
谷
あ
い
子

野
に
土
手
に
つ
つ
じ
咲
か
せ
て
逗
子
葉
山

野
に
土
手
に
つ
つ
じ
咲
か
せ
て
逗
子
葉
山 

逗
子　

佐
藤　

信
子

逗
子　

佐
藤　

信
子

す
み
れ
咲
く
裏
庭
に
陽
の
巡
り
初
む

す
み
れ
咲
く
裏
庭
に
陽
の
巡
り
初
む 

片
瀬　

國
安　

佳
子

片
瀬　

國
安　

佳
子

白
南
風
や
金
婚
の
旅
す
べ
て
晴
れ

白
南
風
や
金
婚
の
旅
す
べ
て
晴
れ 

本
鵠
沼　

森
田　

順
子

本
鵠
沼　

森
田　

順
子

新
緑
を
切
り
裂
く
ご
と
く
月
の
ぼ
る

新
緑
を
切
り
裂
く
ご
と
く
月
の
ぼ
る 

川
名　

槇
野
あ
さ
子

川
名　

槇
野
あ
さ
子

十
連
休
七
里
ガ
浜
は
卯
波
晴
れ

十
連
休
七
里
ガ
浜
は
卯
波
晴
れ 

手
広　

高
口　

道
宏

手
広　

高
口　

道
宏

星
野　

高
士　

選

星
野　

高
士　

選

香
山　

静
子　

選

香
山　

静
子　

選

安
寧
と
平
和
を
願
ふ
と
告
げ
ら
る
る
若
き
陛
下
の
御
声
さ
や
け
し

安
寧
と
平
和
を
願
ふ
と
告
げ
ら
る
る
若
き
陛
下
の
御
声
さ
や
け
し

 

今
泉
台　

下
田　

和
夫

今
泉
台　

下
田　

和
夫

　

若
き
陛
下
へ
の
信
頼
が
滲
み
出
て
い
る
。

　

若
き
陛
下
へ
の
信
頼
が
滲
み
出
て
い
る
。

上
皇
は
上
皇
后
の
手
を
と
り
て
段
降
り
る
の
を
助
け
給
え
り

上
皇
は
上
皇
后
の
手
を
と
り
て
段
降
り
る
の
を
助
け
給
え
り

 

材
木
座　

有
野
裕
美
子

材
木
座　

有
野
裕
美
子

　

お
二
方
へ
の
温
か
な
視
線
が
あ
る
。

　

お
二
方
へ
の
温
か
な
視
線
が
あ
る
。

若
緑
に
芽
吹
く
柿
の
葉
威
勢
よ
く
令
和
の
時
代
明
る
く
ひ
ら
く

若
緑
に
芽
吹
く
柿
の
葉
威
勢
よ
く
令
和
の
時
代
明
る
く
ひ
ら
く

 

逗
子
市　

湊　

美
根
子

逗
子
市　

湊　

美
根
子

　

新
し
い
時
代
へ
の
期
待
を
柿
の
若
葉
に
託
し
て
い
る
。

　

新
し
い
時
代
へ
の
期
待
を
柿
の
若
葉
に
託
し
て
い
る
。

新
た
な
る
元
号
迎
う
る
こ
の
時
に
清
め
な
る
か
な
驟
雨
き
た
れ
り

新
た
な
る
元
号
迎
う
る
こ
の
時
に
清
め
な
る
か
な
驟
雨
き
た
れ
り

 

藤
沢
市　

三
浦　

和
子

藤
沢
市　

三
浦　

和
子

始
ま
り
し
令
和
の
御
代
の
厳
か
な
門
出
を
祝
ふ
国
民
の
声

始
ま
り
し
令
和
の
御
代
の
厳
か
な
門
出
を
祝
ふ
国
民
の
声

 

手
広　

高
口　

道
宏

手
広　

高
口　

道
宏

食
べ
歩
き
禁
止
条
例
違
反
者
を
狙
う
ト
ン
ビ
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

食
べ
歩
き
禁
止
条
例
違
反
者
を
狙
う
ト
ン
ビ
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

る 

大
船　

小
笹
岐
美
子

大
船　

小
笹
岐
美
子

先
回
り
し
て
は
鴉
の
鳴
き
し
き
る
足
ど
り
遅
き
早
朝
散
歩

先
回
り
し
て
は
鴉
の
鳴
き
し
き
る
足
ど
り
遅
き
早
朝
散
歩

 

片
瀬　

中
村　
　

喬

片
瀬　

中
村　
　

喬

剪
定
の
枝
の
先
か
ら
滴
れ
る
雫
を
葡
萄
の
涙
と
も
見
つ

剪
定
の
枝
の
先
か
ら
滴
れ
る
雫
を
葡
萄
の
涙
と
も
見
つ

 

笛
田　

入
野　

裕
江

笛
田　

入
野　

裕
江

霜
消
え
て
初
夏
の
日
差
し
の
茶
畑
に
つ
げ
笠
踊
る
紺
絣
見
ゆ

霜
消
え
て
初
夏
の
日
差
し
の
茶
畑
に
つ
げ
笠
踊
る
紺
絣
見
ゆ

 

葉
山
町　

近
藤　
　

純

葉
山
町　

近
藤　
　

純

連
休
を
妻
の
笑
顔
を
見
て
過
ご
す
介
護
す
る
に
は
楽
な
季
節
よ

連
休
を
妻
の
笑
顔
を
見
て
過
ご
す
介
護
す
る
に
は
楽
な
季
節
よ

 

梶
原　

中
澤　

二
郎

梶
原　

中
澤　

二
郎

日
だ
ま
り
に
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
日
向
ぼ
こ
同
じ
は
な
し
に
同
じ

日
だ
ま
り
に
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
日
向
ぼ
こ
同
じ
は
な
し
に
同
じ

あ
ひ
づ
ち

あ
ひ
づ
ち 

岡
本　

鳴
海　

紀
政

岡
本　

鳴
海　

紀
政

●
ペ
ッ
ト
の
写
真
募
集
！

ペ
ッ
ト
の
写
真
募
集
！

掲
載
後
、
そ
の
写
真
を
カ
レ
ン

掲
載
後
、
そ
の
写
真
を
カ
レ
ン

ダ
ー
に
し
て
進
呈
し
ま
す
。
住

ダ
ー
に
し
て
進
呈
し
ま
す
。
住

所
･
氏
名
氏
名
･
☎
を
明
記
、
１
面

を
明
記
、
１
面

題
字
下
住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。

題
字
下
住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翠
堂

ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翠
堂
６
月
６

６
月
６

〜
1010
日
鎌
倉
小
町

鎌
倉
小
町
・　・　

初
夏
の
マ
ル
シ
ェ
展

初
夏
の
マ
ル
シ
ェ
展

1212
〜
1616
日
島
谷
満
孝
作
陶
展

島
谷
満
孝
作
陶
展

●
針
糸
な
し
一
枚
布
で
つ
く
る

針
糸
な
し
一
枚
布
で
つ
く
る

魔
法
の
ド
レ
ス

魔
法
の
ド
レ
ス
６
月
６
月
1717
日
1313
時

半
、
鎌
倉
駅
西
口
そ
ば
三
春
情

半
、
鎌
倉
駅
西
口
そ
ば
三
春
情

報
セ
ン
タ
ー
鎌
倉
店
（
た
ら
ば

報
セ
ン
タ
ー
鎌
倉
店
（
た
ら
ば

書
房
隣
）
。
材
料
費
込
３
千

書
房
隣
）
。
材
料
費
込
３
千

円
。
ほ
ほ
え
み
ド
レ
ス
の
会

円
。
ほ
ほ
え
み
ド
レ
ス
の
会

☎
０
４
６
・
８
７
１
・
１
７
０
５

０
４
６
・
８
７
１
・
１
７
０
５

☎22☎22
37693769

●
金
継
ぎ
教
室　

６
月
生
募
集

金
継
ぎ
教
室　

６
月
生
募
集

☎
鎌
倉

☎
鎌
倉
2323
・
９
８
８
１　

大
石

・
９
８
８
１　

大
石

●
安
心
確
か
な
結
婚
し
ま
せ
ん

安
心
確
か
な
結
婚
し
ま
せ
ん

か　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
よ
う
こ
そ

　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
よ
う
こ
そ

☎
０
４
６
６
・

０
４
６
６
・
2323
・
３
５
８
８

・
３
５
８
８

●
英
・
仏
会
話
初
歩
か
ら

英
・
仏
会
話
初
歩
か
ら
芸
術
芸
術

館
徒
歩
３
分
。Ｐ
あ
り
。元
Ｃ
Ａ

館
徒
歩
３
分
。Ｐ
あ
り
。元
Ｃ
Ａ

☎
０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
4343
・
４
７
８
８

・
４
７
８
８

●
や
さ
し
い
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ

や
さ
し
い
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ

１
回
４
千
円
。葉
山
町
・
大
野
☎

１
回
４
千
円
。葉
山
町
・
大
野
☎

０
９
０
・
４
６
１
９
・
０
４
１
５

０
９
０
・
４
６
１
９
・
０
４
１
５

▼
神
奈
川
近
代
文
学
館

神
奈
川
近
代
文
学
館

　

▽

　

▽
企
画
展
「
没
後

企
画
展
「
没
後
2020
年
江
年
江

藤
淳
展
」

藤
淳
展
」
７
月
７
月
1515
日
ま
で
。

日
ま
で
。

遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
夏

遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
夏

目
漱
石
論
」
草
稿
や
江
藤
宛

目
漱
石
論
」
草
稿
や
江
藤
宛

て
の
書
簡
ほ
か
関
係
資
料
を

て
の
書
簡
ほ
か
関
係
資
料
を

交
え
て
生
涯
と
業
績
を
紹

交
え
て
生
涯
と
業
績
を
紹

介
。
４
百
円
。

介
。
４
百
円
。

　

▽

　

▽
記
念
講
演
会
「
江
藤
淳

記
念
講
演
会
「
江
藤
淳

に
な
り
た
か
っ
た
」

に
な
り
た
か
っ
た
」
６
月
８

６
月
８

日
1414
時
。
作
家
高
橋
源
一
郎

時
。
作
家
高
橋
源
一
郎

氏
の
講
演
。
千
円
。
▽

氏
の
講
演
。
千
円
。
▽
第
4141

回
文
芸
映
画
を
観
る
会
「
戦

回
文
芸
映
画
を
観
る
会
「
戦

艦
大
和
」

艦
大
和
」
６
月
６
月
2828
・
2929
日
1313

時
半
。
８
百
円
。
☎
０
４
５

時
半
。
８
百
円
。
☎
０
４
５

・
６
２
２
・
６
６
６
６

・
６
２
２
・
６
６
６
６

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

川
喜
多
映
画
記
念
館

　

▽

　

▽
企
画
展
「
映
画
大
使
川

企
画
展
「
映
画
大
使
川

喜
多
長
政
・
か
し
こ
夫
妻
の

喜
多
長
政
・
か
し
こ
夫
妻
の

軌
跡
」

軌
跡
」
７
月
７
日
ま
で
。
２

７
月
７
日
ま
で
。
２

百
円
。

百
円
。

　

▽

　

▽
企
画
展
関
連
上
映

企
画
展
関
連
上
映
６
月
６
月

1111
日
1010
時
半
、

時
半
、
1212
・
1414
・
1616

日
1414
時
「
巴
里
の
空
の
下
セ

「
巴
里
の
空
の
下
セ

ー
ヌ
は
流
れ
る
」

ー
ヌ
は
流
れ
る
」、1111
・
1313
・

1515
日
1414
時
、
時
、
1616
日
1010
時
半
時
半

「
居
酒
屋
」

「
居
酒
屋
」、2525
日
1010
時
、
時
、2626
・

2828
・
3030
日
1313
時
半
時
半
「
赤
と

「
赤
と

黒
」
黒
」
、
2525
・
2727
・
2929
日
1414

時
、
時
、
3030
日
1010
時
半
時
半
「
モ
ン
パ

「
モ
ン
パ

ル
ナ
ス
の
灯
」

ル
ナ
ス
の
灯
」
、
千
円
。

、
千
円
。

 

▽
ア
ン
コ
ー
ル
上
映

ア
ン
コ
ー
ル
上
映
６
月
６
月

1818
・
2121
・
2222
日
1010
時
半
、

時
半
、
1919
・

2020
・
2323
日
1414
時
「
人
生
フ
ル

「
人
生
フ
ル

ー
ツ
」「
居
酒
屋
ば
ぁ
ば
」

ー
ツ
」「
居
酒
屋
ば
ぁ
ば
」
千

５
百
円
。

５
百
円
。
1818
・
2222
日
1414
時
、
時
、

2020
日
1010
時
半
時
半
「
モ
リ
の
い
る

「
モ
リ
の
い
る

場
所
」

場
所
」
1919
・
2323
日
1010
時
半
、

時
半
、

2121
日
1414
時「
あ
ん
」

「
あ
ん
」千
円
。

千
円
。

　

▽

　

▽
鎌
倉
シ
ネ
サ
ロ
ン

鎌
倉
シ
ネ
サ
ロ
ン
８
日
８
日

1010
時
半
、

時
半
、
1414
時
。
時
。「
力
俥

「
力
俥-

R
IK
IS
H
A
-

R
IK
IS
H
A
-

」上
映
と
有
風

上
映
と
有
風

亭
・
青
木
登
さ
ん
の
ト
ー
ク
。

亭
・
青
木
登
さ
ん
の
ト
ー
ク
。

５
百
円
。☎

５
百
円
。☎
2323
・
２
５
０
０

・
２
５
０
０

▼
鎌
倉
市
太
極
拳
フ
ェ
ス

鎌
倉
市
太
極
拳
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

テ
ィ
バ
ル

　

６
月

　

６
月
1616
日
1010
時
。
鎌
倉
市

時
。
鎌
倉
市

太
極
拳
協
会
所
属

太
極
拳
協
会
所
属
2424
団
体
の

団
体
の

演
武
と
中
国
老
師
に
よ
る
特

演
武
と
中
国
老
師
に
よ
る
特

別
演
武
。
無
料
。
同
会
☎

別
演
武
。
無
料
。
同
会
☎
4343

・
２
９
６
５

・
２
９
６
５

▼
上
映
会
「
地
球
交
響
曲
」

上
映
会
「
地
球
交
響
曲
」

　

６
月

　

６
月
2323
日
1414
時
、
逗
子
文

時
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
。
ガ
イ
ア
シ
ン
フ

化
プ
ラ
ザ
。
ガ
イ
ア
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
第
三
番
の
上
映
と
俳

ォ
ニ
ー
第
三
番
の
上
映
と
俳

優
榎
木
孝
明
ら
に
よ
る
ト
ー

優
榎
木
孝
明
ら
に
よ
る
ト
ー

ク
。
３
千
５
百
円
。
要
申

ク
。
３
千
５
百
円
。
要
申

込
。
Ｔ
＆
Ｔ
☎
０
８
０
・
５

込
。
Ｔ
＆
Ｔ
☎
０
８
０
・
５

６
５
４
・
１
３
３
１

６
５
４
・
１
３
３
１

▼
鎌
倉
芸
術
館
の
公
演

鎌
倉
芸
術
館
の
公
演

　

▽

　

▽
茂
山
千
五
郎
家
お
豆
腐

茂
山
千
五
郎
家
お
豆
腐

狂
言
「
蝸
牛
」「
附
子
」

狂
言
「
蝸
牛
」「
附
子
」
６

月
2323
日
1515
時
。
３
千
円
。

時
。
３
千
円
。

　

▽

　

▽
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
名
曲
コ

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
名
曲
コ

ン
サ
ー
ト
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

ン
サ
ー
ト
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

＆
ハ
イ
ド
ン
」

＆
ハ
イ
ド
ン
」
７
月
７
日

７
月
７
日
1414

時
。
神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

時
。
神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
に
よ
る
作
曲

ニ
ー
管
弦
楽
団
に
よ
る
作
曲

家
の
同
時
代
の
作
品
の
聴
き

家
の
同
時
代
の
作
品
の
聴
き

比
べ
。
３
千
８
百
円
。
☎
０

比
べ
。
３
千
８
百
円
。
☎
０

１
２
０
・
１
１
９
２
・
４
０

１
２
０
・
１
１
９
２
・
４
０

▼
き
ら
め
く
横
須
賀
線

き
ら
め
く
横
須
賀
線

鎌
倉
１
３
０
年
の
歩
み

鎌
倉
１
３
０
年
の
歩
み

　

６
月

　

６
月
2727
日
〜
７
月
３
日
、

日
〜
７
月
３
日
、

カ
ト
レ
ヤ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
１

カ
ト
レ
ヤ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
１

８
８
９
年
に
開
設
さ
れ
た
横

８
８
９
年
に
開
設
さ
れ
た
横

須
賀
線
の
百
年
史
を
手
が
け

須
賀
線
の
百
年
史
を
手
が
け

た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
・
高
柳

た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
・
高
柳

英
麿
さ
ん
の
写
真
展
。
☎

英
麿
さ
ん
の
写
真
展
。
☎
2323

・
２
５
３
０

・
２
５
３
０

▼
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

R
i
n
g
Ⅷ
３
・
Ⅷ
３
・
1111
を
忘
れ
な
い

を
忘
れ
な
い

　

６
月
２
日

　

６
月
２
日
1414
時
、
日
本
基

時
、
日
本
基

督
教
団
鎌
倉
教
会
礼
拝
堂
。

督
教
団
鎌
倉
教
会
礼
拝
堂
。

ソ
プ
ラ
ノ
、
オ
ー
ボ
エ
、
ピ

ソ
プ
ラ
ノ
、
オ
ー
ボ
エ
、
ピ

ア
ノ
、
弦
楽
四
重

ア
ノ
、
弦
楽
四
重
奏
団
の
演
の
演

奏
で
バ
ッ
ハ
「
シ
ン
フ
ォ
ニ

奏
で
バ
ッ
ハ
「
シ
ン
フ
ォ
ニ

ア
」
な
ど
。
２
千
５
百
円
。

ア
」
な
ど
。
２
千
５
百
円
。

同
教
会
☎

同
教
会
☎
2222
・
１
３
４
６

・
１
３
４
６

▼
畔
上
弘
子
「
昼
下
が
り

畔
上
弘
子
「
昼
下
が
り

の
シ
ャ
ン
ソ
ン
ラ
イ
ブ
」

の
シ
ャ
ン
ソ
ン
ラ
イ
ブ
」

　

６
月

　

６
月
2020
日
1313
時
半
、
逗
子

時
半
、
逗
子

文
化
プ
ラ
ザ
。
横
須
賀
在
住

文
化
プ
ラ
ザ
。
横
須
賀
在
住

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
歌
い
手
畔
上

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
歌
い
手
畔
上

弘
子
さ
ん
の
１
年
半
振
り
の

弘
子
さ
ん
の
１
年
半
振
り
の

ラ
イ
ブ
。
２
千
円
。
☎
０
９

ラ
イ
ブ
。
２
千
円
。
☎
０
９

０
・
４
９
６
９
・
３
１
２
６

０
・
４
９
６
９
・
３
１
２
６

▼
逗
子
市
広
報
大
使
コ
ン

逗
子
市
広
報
大
使
コ
ン

サ
ー
ト
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

サ
ー
ト
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

６
月

　

６
月
2222
日
1414
時
、
逗
子
文

時
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
。
ソ
プ
ラ

化
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
。
ソ
プ
ラ

ノ
デ
ュ
オ
山
田
華
・
麗
姉
妹

ノ
デ
ュ
オ
山
田
華
・
麗
姉
妹

の
コ
ン
サ
ー
ト
と
三
浦
豪
太

の
コ
ン
サ
ー
ト
と
三
浦
豪
太

氏
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
。
千

氏
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
。
千

円
。
同
ホ
ー
ル
☎
０
４
６
・

円
。
同
ホ
ー
ル
☎
０
４
６
・

８
７
０
・
６
６
２
２

８
７
０
・
６
６
２
２

▼
３
人
の
若
手
に
よ
る
モ

３
人
の
若
手
に
よ
る
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
の
室
内
楽

ー
ツ
ァ
ル
ト
の
室
内
楽

　

６
月

　

６
月
2323
日
1414
時
、
藤
沢
リ

時
、
藤
沢
リ

ラ
ホ
ー
ル
。
湘
南
モ
ー
ツ
ァ

ラ
ホ
ー
ル
。
湘
南
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
愛
好
会
第
１
７
３
回
例

ル
ト
愛
好
会
第
１
７
３
回
例

会
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ヴ
ィ

会
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ヴ
ィ

オ
ラ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
第
２

オ
ラ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
第
２

番
Ｋ
４
２
４
な
ど
。
４
千

番
Ｋ
４
２
４
な
ど
。
４
千

円
。
☎
０
４
６
・
８
７
２
・

円
。
☎
０
４
６
・
８
７
２
・

１
９
６
３

１
９
６
３

　

６
月

　

６
月
2828
日
〜
７
月
４
日
鎌

日
〜
７
月
４
日
鎌

倉
芸
術
館
。

倉
芸
術
館
。

　

日
本
画
、
洋
画
、
工
芸

　

日
本
画
、
洋
画
、
工
芸

（
染
織
・
陶
芸
）
の
一
般
公

（
染
織
・
陶
芸
）
の
一
般
公

募
と
会
員
の
作
品
を
展
示
。

募
と
会
員
の
作
品
を
展
示
。

　

講
評
会
は
６
月

　

講
評
会
は
６
月
2929
日
、
日

日
、
日

本
画
本
画
1313
時
、
洋
画

時
、
洋
画
1414
時
、
工

時
、
工

芸
1313
時
。
時
。

　

６
月

　

６
月
2323
日
ま
で
公
募
受
付

日
ま
で
公
募
受
付

（
2222
・
2323
日
作
品
搬
入
）
。

日
作
品
搬
入
）
。

問
い
合
わ
せ
同
会
・
野
崎
方

問
い
合
わ
せ
同
会
・
野
崎
方

☎
3131
・
２
９
７
６

・
２
９
７
６

▼
エ
イ
ミ
ー
・
ハ
ナ
イ
ア

エ
イ
ミ
ー
・
ハ
ナ
イ
ア

リ
イ
来
日
公
演
２
０
１
９

リ
イ
来
日
公
演
２
０
１
９

　

６
月
７
日

　

６
月
７
日
1919
時
、
藤
沢
市

時
、
藤
沢
市

民
会
館
。
ハ
ワ
イ
を
代
表
す

民
会
館
。
ハ
ワ
イ
を
代
表
す

る
歌
姫
、
３
年
ぶ
り
の
日
本

る
歌
姫
、
３
年
ぶ
り
の
日
本

公
演
。
５
千
５
百
円
。
☎

公
演
。
５
千
５
百
円
。
☎
0303

・
３
４
９
８
・
２
８
８
１

・
３
４
９
８
・
２
８
８
１

　

P
hoto:N

.Ichikaw
a

P
hoto:N

.Ichikaw
a

　

1010
組
2020
人
ご
招
待

人
ご
招
待　

申
込

　

申
込

は
６
月
４
日
消
印
有
効
。
ハ

は
６
月
４
日
消
印
有
効
。
ハ

ガ
キ
に
氏
名
・
住
所
・
年
齢

ガ
キ
に
氏
名
・
住
所
・
年
齢

・
☎
を
記
入
し
て
１
面
題
字

・
☎
を
記
入
し
て
１
面
題
字

下
住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。

下
住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。

▼
第
６
回
横
浜
ゾ
リ
ス
テ
ン

第
６
回
横
浜
ゾ
リ
ス
テ
ン

と
ジ
ュ
ニ
ア
た
ち
の
協
演

と
ジ
ュ
ニ
ア
た
ち
の
協
演

　

６
月

　

６
月
1515
日
1414
時
、
横
浜
市

時
、
横
浜
市

栄
公
会
堂
ホ
ー
ル
。
プ
ロ
と

栄
公
会
堂
ホ
ー
ル
。
プ
ロ
と

ジ
ュ
ニ
ア
が
創
る
ド
ヴ
ォ
ル

ジ
ュ
ニ
ア
が
創
る
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
交
響
曲
第
８
番
。
千

ザ
ー
ク
交
響
曲
第
８
番
。
千

８
百
円
。
事
務
局
☎
０
４
５

８
百
円
。
事
務
局
☎
０
４
５

・
５
４
１
・
６
７
６
３

・
５
４
１
・
６
７
６
３

▼
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

「
受
け
取
り
力
を
高
め
る
」

「
受
け
取
り
力
を
高
め
る
」

　

６
月
４
日

　

６
月
４
日
1818
時
半
、
鎌
倉

時
半
、
鎌
倉

芸
術
館
。
北
海
道
札
幌
南
倫

芸
術
館
。
北
海
道
札
幌
南
倫

理
法
人
会
歌
原
ゆ
か
会
長
が

理
法
人
会
歌
原
ゆ
か
会
長
が

数
々
の
体
験
を
ま
じ
え
て
話

数
々
の
体
験
を
ま
じ
え
て
話

す
倫
理
体
験
。
ワ
イ
ン
と
軽

す
倫
理
体
験
。
ワ
イ
ン
と
軽

食
付
。
２
千
円
。
神
奈
川
県

食
付
。
２
千
円
。
神
奈
川
県

倫
理
法
人
会
☎
０
４
５
・
３

倫
理
法
人
会
☎
０
４
５
・
３

１
５
・
２
４
３
３

１
５
・
２
４
３
３

▼
鎌
倉
市
老
人
福
祉
セ

鎌
倉
市
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
教
養
講
座

ン
タ
ー
の
教
養
講
座

　

6060
歳
以
上
の
鎌
倉
市
内
在

歳
以
上
の
鎌
倉
市
内
在

住
者
。

住
者
。

　

▽

　

▽
玉
縄
す
こ
や
か
セ
ン
タ

玉
縄
す
こ
や
か
セ
ン
タ

ー　

Ａ
夏
目
漱
石
『
門
』
を

ー　

Ａ
夏
目
漱
石
『
門
』
を

読
む
読
む
６
月
６
月
1414
・
2828
日
、
７
月

日
、
７
月

1212
・
2626
日
1313
時
半
、
全
４

時
半
、
全
４

回
。
神
奈
川
歯
科
大
学

回
。
神
奈
川
歯
科
大
学
･
赤

羽
根
龍
夫
名
誉
教
授
の
文
学

羽
根
龍
夫
名
誉
教
授
の
文
学

講
座
。
ス
ト
レ
ッ
チ
も
。
２

講
座
。
ス
ト
レ
ッ
チ
も
。
２

百
円
。

百
円
。
Ｂ
歴
史
講
座
「
最
新

Ｂ
歴
史
講
座
「
最
新

の
鎌
倉
研
究
か
ら
」

の
鎌
倉
研
究
か
ら
」
1212
・
2626

日
、
７
月

日
、
７
月
1010
日
1010
時
、
全
３

時
、
全
３

回
。
玉
林
美
男
学
芸
員
が
や

回
。
玉
林
美
男
学
芸
員
が
や

ぐ
ら
・
中
世
鎌
倉
の
食
卓
な

ぐ
ら
・
中
世
鎌
倉
の
食
卓
な

ど
話
す
。
２
百
円
。
各
要
申

ど
話
す
。
２
百
円
。
各
要
申

込
。
☎

込
。
☎
4747
・
１
３
３
８

・
１
３
３
８

　

▽

　

▽
教
養
セ
ン
タ
ー　

Ａ

教
養
セ
ン
タ
ー　

Ａ

「
筝
の
ト
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」

「
筝
の
ト
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」

７
月
７
月
1818
日
1010
時
。
生
田
流
筝

時
。
生
田
流
筝

曲
演
奏
家
中
島
裕
康
さ
ん
。

曲
演
奏
家
中
島
裕
康
さ
ん
。

Ｂ
「
芥
川
龍
之
介
と
北
京
」

Ｂ
「
芥
川
龍
之
介
と
北
京
」

７
月
７
月
1919
日
1010
時
。
北
京
外
国

時
。
北
京
外
国

語
大
学
秦
剛
教
授
。
無
料

語
大
学
秦
剛
教
授
。
無
料

（
教
材
費
な
ど
実
費
）
。

（
教
材
費
な
ど
実
費
）
。

　

３
〜

　

３
〜
1010
日
ま
で
に
申
込
。

日
ま
で
に
申
込
。

☎
3232
・
１
２
２
１

・
１
２
２
１

▼
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館

鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
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●膝の痛み膝の痛み　症状はいろいろですが、大腿四頭筋・大腿　症状はいろいろですが、大腿四頭筋・大腿
二頭筋・半模様筋、この筋肉が縮んで硬くなると、神経二頭筋・半模様筋、この筋肉が縮んで硬くなると、神経
を圧迫して痛みが発生するとともに、大腿筋と膝から下を圧迫して痛みが発生するとともに、大腿筋と膝から下
にある脛骨のすき間が無くなり、膝が曲がらなくなり、にある脛骨のすき間が無くなり、膝が曲がらなくなり、
ひどくなると水（体液）が溜まる。腓腹筋（ふくらはひどくなると水（体液）が溜まる。腓腹筋（ふくらは
ぎ）が硬く縮んでも、大腿骨と脛骨、つまり膝のすき間ぎ）が硬く縮んでも、大腿骨と脛骨、つまり膝のすき間
がなくなり障害が出て痛みが発生する。がなくなり障害が出て痛みが発生する。
　大腿骨の回り全体の筋肉、膝から下全体の筋肉をゆる　大腿骨の回り全体の筋肉、膝から下全体の筋肉をゆる
めることにより関節もゆるみ、神経の圧迫も、いろいろめることにより関節もゆるみ、神経の圧迫も、いろいろ
とあった症状も緩和され、膝も曲がるようになり、痛みとあった症状も緩和され、膝も曲がるようになり、痛み
から解放されます。から解放されます。

鎌倉　おすすめ　オステオパシー鎌倉　おすすめ　オステオパシー　で検索で検索

外反母趾と体の痛み外反母趾と体の痛み

マザーハンド整体矯正院マザーハンド整体矯正院
要予約　月曜定休　10～19時要予約　月曜定休　10～19時

鎌倉市扇ガ谷１―13―51　☎0467・23・8166鎌倉市扇ガ谷１―13―51　☎0467・23・8166
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